
目標達成へのモチベーションを高める方法
～目的・目標の4観点～



目標達成に向けて部門メンバーを引っ張っていくことはリーダー・管理職の重要な役割です。

しかし、リーダーが意欲的に高い目標を掲げても、メンバーから「現実的じゃない」「無理だよ」と
ネガティブに捉えられてしまうこともあります。また、組織における各部門やチームの目標は、
事業計画から落とし込まれることが多く、「自分事」ではなく「上から落ちてきたもの」に
なりやすい傾向もあります。

本資料では、目標達成を自分やメンバーの「自分事」にしてモチベーションを高める
原田メソッドの「目的・目標の4観点」という手法をご紹介します。

明確な目標があっても、実行する一人ひとりが目標達成に価値を感じていなければ、どれだけ精緻な
行動計画を立てても、モチベーション高く実行されることはありません。目標が決まった後、どう
やって達成するか（行動計画）をすぐに考えるのではなく、目標を達成することにどんな価値があるか、
自分あるいは周囲にどんな良い影響をもたらすのか、というビジョンを考えることが大切です！
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目標達成の落とし穴



目的・目標の4観点

目標が明確になったら、すぐに行動計画を検討するのではなく、
目標達成したら、どんな素晴らしいことが起こるかを、４つの観点で見える化（ビジョン化）します。

４つの観点は２つの軸から導き出されます。
私 ：自分にもたらされる良いことや利益。
他者 ：自分以外の人にもたらされる利益
有形 ：形あるモノやコト
無形 ：気持ちや感情などの内面的

記入例では各観点に５つしか書かれていませんが、
書けば書くほど、目標達成への意欲は高まります。
達成で確実に手に入るものだけでなく、間接的に
手に入ることにつながるようなモノやコト、内面も
なるべくたくさん書き出しましょう！
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「現実的じゃない」「手に入らない」と考えるのではなく、「こうなったらいいな」「こういうことが
起きたら嬉しいな」という理想や夢をなるべく多く書いていくことがポイントです。

１人で書き上げてくのも良いですし、チーム等で
「目標達成への意欲を高めたい！」という場合は、
模造紙を用意して、メンバー全員で楽しみながら
作っていくこともおススメです。付箋等を使って、
①個人で書き出す
②発表しながら模造紙に張り出していく

形でやると盛り上がりますし、チーム内の相互
理解にも繋がります。

目標達成へのモチベーションを高める方法

目的・目標の4観点

Copyright 2020  JAIC Corporation. All rights reserved.

https://www.jaic-g.com/contact/

	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

